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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルバムを作成するための情報処理装置であって、
　前記アルバムを作成するユーザと他の人物との関係を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得される前記ユーザと複数の他の人物との関係に基づいて、前
記複数の他の人物の内の一部を、前記アルバムを閲覧させる人物である閲覧人物の候補と
して決定し、その候補の中から前記閲覧人物を選択するための一覧を作成する作成手段と
、
　前記一覧から選択された閲覧人物と、前記ユーザとの関係を少なくとも条件として、前
記アルバムのデザイン、前記アルバムのページ数、前記アルバムの画像数、及び前記アル
バムの装本の内の少なくとも何れか一つを決定する決定手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記ユーザと前記閲覧人物との関係を少なくとも条件として、前記アルバムに用いる画
像を選択する選択手段と、
　前記決定手段により決定されたデザイン、ページ数、画像数、装本の少なくとも何れか
一つに基づいて、前記選択手段により選択された画像をレイアウトするレイアウト手段と
を有することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ユーザと他の人物との関係に応じて、人物をグループに分類する分類手段とを更に
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有し、
　前記決定手段は、前記グループ毎にデザイン、ページ数、画像数、装本の少なくとも何
れか一つを決定することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記ユーザと他の人物との関係に応じて、人物をグループに分類する分類手段と、
　前記人物が分類されたグループに属する前記閲覧人物以外の人物が含まれる画像を、ア
ルバムに用いる画像として選択する選択手段とを更に有することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記ユーザと他の人物との親密度を取得する親密度取得手段とを更に有し、
　前記決定手段は、前記親密度を少なくとも条件として、デザイン、ページ数、画像数、
装本の少なくとも何れか一つを決定することを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に
記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記親密度は、人物間のメッセージの送受信または画像への評価の回数の少なくとも一
つに基づくことを特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、前記親密度が所定の値より高い場合は、当該所定の値より低い人物と
の前記親密度を条件としてアルバムを作成する場合よりもアルバムのページ数を多くする
ようページ数を決定することを特徴とする請求項５または６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記閲覧人物と親密度が高い他の人物が含まれる画像を、アルバムに用いる画像として
選択する手段をさらに有することを特徴とする請求項５乃至７の何れか１項に記載の情報
処理装置。
【請求項９】
　前記取得手段は、前記ユーザと他の人物との関係、および、前記閲覧人物と他の人物と
の関係を取得し、
　前記ユーザと他の人物との関係、および、前記閲覧人物と他の人物との関係を少なくと
も条件として、アルバムに用いる画像を選択する手段を更に有することを特徴とする請求
項１乃至８の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記決定手段により決定されたデザイン、ページ数、画像数、装本の少なくとも何れか
一つに基づいて、画像挿入枠を有するテンプレートを取得するテンプレート取得手段を更
に有し、
　前記テンプレート取得手段により取得されたテンプレートを用いてアルバムが作成され
ることを特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記決定手段により決定されるページ数または画像数に、前記アルバムに用いる画像が
足りない場合、ページ数または画像数を再設定する再設定手段を更に有することを特徴と
する請求項１乃至１０の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記決定手段は、前記一覧から選択された閲覧人物と、前記ユーザとの関係を少なくと
も条件として、前記アルバムのデザイン、前記アルバムのページ数、及び、前記アルバム
の装本の内の少なくとも何れか一つを決定することを特徴とする請求項１乃至１１の何れ
か１項に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記作成手段は、前記ユーザと所定の関係にある人物の前記一覧を作成することを特徴
とする請求項１乃至１２の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　前記作成手段は、前記ユーザにとって他人である人物を含まない前記一覧を作成するこ
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とを特徴とする請求項１乃至１３の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１５】
　アルバムを作成するための情報処理装置の制御方法であって、
　前記アルバムを作成するユーザと他の人物との関係を取得する取得工程と、
　前記取得工程によって取得される前記ユーザと複数の他の人物との関係に基づいて、前
記複数の他の人物の内の一部を、前記アルバムを閲覧させる人物である閲覧人物の候補と
して決定し、その候補の中から前記閲覧人物を選択するための一覧を作成する作成工程と
、
　前記一覧から選択された閲覧人物と、前記ユーザとの関係を少なくとも条件として、前
記アルバムのデザイン、前記アルバムのページ数、前記アルバムの画像数、及び前記アル
バムの装本の内の少なくとも何れか一つを決定する決定工程と、
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１６】
　請求項１乃至１４の何れか１項に記載の情報処理装置の各手段としてコンピュータを機
能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アルバムを自動で作成する情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ネットワークを介して画像をアップロードした画像を用いてアルバムやスライド
ショー等のコンテンツを作成するサービスが普及している。このようなサービスの普及に
伴い、アルバムを作成するユーザが作成したアルバムを他の人物に提供する機会が増えて
いる。しかしながら、例えばアルバムを閲覧する人に応じて画像に写る人間関係考慮して
、複数の種類のアルバムを作成することは、大変な手間と時間が必要になる。このような
、人物間の人間関係を考慮したアルバムを作成することを支援する技術が提案されている
。
　例えば、特許文献１では、主要被写体が写る画像と主要被写体と関連する人物が写る画
像とを同一ページ内にレイアウトしてアルバムを作成する。また、特許文献２、３ではア
ルバム閲覧者などの指定人物と関連する人物や被写体をページの中央や大きくレイアウト
することにより強調して、アルバムを作成する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２９３９８６
【特許文献２】特開２００６－２９５８８９
【特許文献３】特開２００６－２３６２６７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の従来技術では、アルバム閲覧者が所望とする画像を含むようにアルバムを作成す
ることができるが、アルバム閲覧者に応じた、ページ数や画像像使用枚数などのアルバム
構成については考慮していなかった。
　本願発明は、ユーザと他の人物と関係に応じたアルバムを作成することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するための一手段として、本発明のアルバムを作成する情報処理装置
は以下の構成を有する。
　アルバムを作成するための情報処理装置であって、前記アルバムを作成するユーザと他
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の人物との関係を取得する取得手段と、前記取得手段によって取得される前記ユーザと複
数の他の人物との関係に基づいて、前記複数の他の人物の内の一部を、前記アルバムを閲
覧させる人物である閲覧人物の候補として決定し、その候補の中から前記閲覧人物を選択
するための一覧を作成する作成手段と、前記一覧から選択された閲覧人物と、前記ユーザ
との関係を少なくとも条件として、前記アルバムのデザイン、前記アルバムのページ数、
前記アルバムの画像数、及び前記アルバムの装本の内の少なくとも何れか一つを決定する
決定手段とを有する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、ユーザと人物との関係に応じたアルバムを作成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施例の装置の構成を示す図である。
【図２】本実施例のネットワークの構成を示す図である。
【図３】画像共有サービスにおいて表示される画面例を示す図である。
【図４】アルバムのページ例を示す図である。
【図５】アルバム作成の全体処理を示すフローチャートである。
【図６】画像レイアウト処理を示すフローチャートである。
【図７】主画像判定処理を示すフローチャートである。
【図８】従画像判定処理を示すフローチャートである。
【図９】アルバム構成決定処理を示すフローチャートである。
【図１０】本実施例におけるサーバの機能構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、添付の図面を参照して、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳細に説明する
。なお、以下の実施形態において示す構成は一例に過ぎず、本発明は図示された構成に限
定されるものではない。
【０００９】
　＜実施形態１＞
　本実施例では、好適な実施形態の１つとして、サーバ上に保存されている画像とユーザ
の情報を用いて、アルバムを作成するコンテンツ作成システムについて述べる。
【００１０】
　本実施形態におけるコンテンツ作成システムのシステム構成図を図２に示す。図２にお
いて、サーバ２０１は、ユーザが操作する各端末装置２０４からアップロードされる画像
を管理し、これらの画像を用いてユーザに対してアルバムを作成するサービスを提供する
情報処理装置である。サーバ２０１と端末装置２０４は、ネットワークに接続するための
有線または無線などのネットワークインターフェース２０２を介して、ネットワーク２０
３に接続され、互いに通信可能に構成されている。これによって、サーバ２０１により提
供されるコンテンツ作成システムが、ネットワーク２０３を介して端末２０４にて利用可
能になる。なお、図２において説明したシステム構成図は一例に過ぎずこれに限られるも
のではない。例えば、サーバ２０１が１台、端末が３台あるが、サーバ２０１の動作を複
数の装置により実行してもよいし、端末数もこれに限られるものではない。また、本シス
テムにおける動作を単一の装置のみで実現しても良い。
【００１１】
　続いて、本実施形態のサーバ２０１および端末２０４のハードウェア構成について、図
１ブロック図を用いて説明する。図１において、１０１はＣｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）であり、後述するＲＯＭ１０２または記憶装置１０４に格
納された制御プログラムに基づいてＣＰＵデバイスに接続された各デバイスを制御する。
なお、後述する本コンテンツ作成システムにおける各装置の動作は、ＲＯＭ１０２または
記憶装置１０４に記憶された制御プログラムを各装置のＣＰＵ１０１が実行することで実
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現される。１０２はＲｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＲＯＭ）であり、各種の制御プ
ログラムやデータを保持する。１０３はＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ（Ｒ
ＡＭ）でありＣＰＵ１０１のワーク領域、エラー処理時のデータの退避領域、制御プログ
ラムのロード領域等を有する。１０４は記憶装置であり、各種制御プログラムや各種デー
タを保存する。サーバ２０１の記憶装置１０４には、ユーザからアップロードされた画像
やアルバム作成に用いられるテンプレート等が記憶される。１０６は入出力インターフェ
ースであり、各種デバイスの制御、データの入力および出力を行う。１０５はＣＰＵバス
であり、アドレスバス、データバス及びコントロールバスを含み、各ハードウェアを接続
する。１０７は、ネットワーク・インターフェースであり、ＣＰＵ１０１は入出力インタ
ーフェース１０６を介して、他の装置と通信を行うことができる。なお、ＣＰＵ１０１に
対する制御プログラムの提供は、ＲＯＭ１０２、記憶装置１０４から行うこともできるし
、ネットワーク１０７を介して外部装置から取得する構成としても良い。１０８は、ディ
スプレィであり、各種データを表示する。１０９はキーボードであり、ユーザから装置に
対する入力された操作を検出する。１０９はマウスであり、ユーザから装置に対する入力
された操作を検出する。
【００１２】
　本実施形態では、後述する各装置の動作を実現するための情報処理プログラムコードが
記憶装置１０４に格納されており、ＣＰＵ１０１によって実行される。ユーザはキーボー
ド１０９及びマウス１１０を用いて操作し、ディスプレィ１０８で結果を見る。マウス１
１０は、画面上の指示ができるものであれば、トラックボール、タッチパネルなどのポイ
ンティングデバイスでも良い。
【００１３】
　続いて、サーバ２０１の機能構成について図１０を用いて説明する。１００１は関係取
得部であり、ユーザ間（人物間）の関係を取得する。１００２は親密度取得部であり、ユ
ーザ間（人物間）の親密さの度合いである親密度を取得する。１００３は評価取得部であ
り、画像対して付されている該画像に対する評価を取得する。１００４は決定部であり、
ユーザ間の関係に応じて作成するアルバム構成を決定する、アルバム構成とは、デザイン
、ページ数、画像数、装本等のアルバムを構成するための要素である。１００５は主画像
判定部であり、画像が作成するアルバムにとって重要であり主要な画像（主画像）として
適切かを判定する。主画像は、アルバム中の１ページに１枚ずつレイアウトされ、該１ペ
ージ中にレイアウトされる他の画像より大きくまたは目立つように中央にレイアウトされ
る。１００６は従画像判定部であり、主画像ほど重要ではなくともアルバムに挿入する画
像としては適切である画像（従画像）である。従画像は、主画像より小さくレイアウトさ
れる。１００７は認識部であり、画像から所定のオブジェクトを検出し認識する。１００
８は評価部であり、アルバムに用いるべきかを基準として画像を評価する。１００９は選
択部であり、アルバムに用いる画像を選択する。
【００１４】
　１０１０は、選択部であり、アルバムに用いる画像を選択する。１０１１は、レイアウ
ト部であり、画像をレイアウトしアルバムを作成する。１０１２は、画像共有部であり、
ユーザからアップロードされた画像を他のユーザに公開する。また、画像共有部１０１２
は公開した画像に対してのコメントや評価を取得し、画像に対応付けて記憶する。１０１
３は分類部であり、ユーザをアルバム作成者との関係に応じてグループに分類する。１０
１４は設定部であり、アルバム作成者および作成したアルバムを贈呈し閲覧してもらうユ
ーザであるアルバム閲覧者を設定する。ここで、アルバム閲覧者とは、実際に閲覧するか
は問わず、アルバム作成者が作成したアルバムを贈呈する対象であればよい。１０１５は
テンプレート取得部であり、決定されたアルバム構成に基づいてテンプレートを取得する
。
【００１５】
　続いて、サーバ２０１上で端末２０４に提供されるコンテンツ作成サービスについて説
明する。サーバ２０１は、コンテンツ作成サービスの一部としてユーザからアップロード



(6) JP 6071189 B2 2017.2.1

10

20

30

40

50

される画像を他のユーザから閲覧可能に共有する画像共有サービスを提供する。サーバ２
０１上で動作しているプログラムにより以下に述べる様な複数のユーザ間で画像やコメン
ト、メッセージを共有できる。
【００１６】
　まず、各ユーザはサーバ２０１により提供されるコンテンツ作成サービスおよび画像共
有サービスを利用するために、アカウント情報をサーバ２０１に登録する。ユーザは、端
末２０４から登録したアカウント情報を入力しログインすることでコンテンツ作成サービ
スを利用するができる。端末２０４からサーバ２０１にログインしたユーザは、アカウン
ト情報に関連付けて保持されるユーザの顔画像を含むユーザに関するプロフィールを設定
する。また、ユーザは、複数の画像をアップロードすることができる。アップロードされ
たプロフィールおよび画像は、サーバ２０１に保存される。ログインしたユーザは、サー
バ２０１に保存された自己のプロフィールおよび画像はもちろん他のユーザのプロフィー
ルおよび画像を参照することができる。
【００１７】
　また、ユーザは閲覧可能な各画像にコメント、キーワード、評価を付けることができる
。画像に付けられたコメント、キーワード、評価は、画像に関連付けてサーバ２０１に保
存される。コメントは、画像に対して任意文を入力することができる。キーワードは、画
像を指定して複数の単語から選択することができる。評価は、画像の付近に表示される「
いいね！」ボタンを押して設定する。ログインしたユーザは、サーバ２０１に保存された
画像と共に画像に付けられたコメント、キーワード、評価を参照することができる。画像
共有サービス上で、ユーザ間はメッセージを送受信することができる。メッセージの通信
記録は、サーバ２０１に保存される。また、任意のユーザは、他のユーザに対して、「親
族」、「友人」、「知人」の関係（主関係）を設定することができる。また、主関係をさ
らに細分化した副関係が設定できる。例えば、主関係「親族」には、「親子」、「兄弟姉
妹」、「祖父母－孫」、「叔父叔母－姪従兄」、「その他の親戚」の副関係が設定できる
。また、主関係「友人」には、「親友」、「学友」、「同僚」、「コミュニティ」、「そ
の他の友人」の副関係が設定できる。また、主関係「知人」には、「学友」、「同僚」、
「コミュニティ」、「その他の知人」の副関係が設定できる。また、ユーザ間で関係が設
定されていない場合、サーバ２０１はこれらのユーザ間の関係を、「他人」として設定す
る。「他人」主関係は、副関係を持たない。ユーザが他ユーザと関係を設定するには、関
係を設定された他のユーザに通知が送られ、通知を受け取った該他のユーザが承認ボタン
をクリックすることにより、ユーザ間の関係が設定される。サーバ２０１はこれらの画像
共有サービスによりアップロードされた画像と画像共有サービスにより得た情報を管理す
る。
【００１８】
　図３は、サーバ２０１によって提供されるコンテンツ作成サービスを利用する端末２０
４の画面に表示される画面例である。画面３０１には、ユーザがサーバ２０１にアップロ
ードした複数の画像中から２枚の画像３０２および画像３０６が表示されている。画像３
０２および画像３０６は、画像をアップロードしたユーザ以外の他のユーザもログイン後
に閲覧が可能である。また、画像３０２に対する評価を付ける評価ボタン３０３、および
、画像３０６に対する評価を付ける評価ボタン３０７がある。これらのボタンを押すこと
により、コンテンツ作成システムのユーザは、画像に対して評価を与えることができる。
また、コンテンツ作成システムのユーザは、画像３０２に対するコメント３０４とキーワ
ード３０５、および、画像３０６に対するコメント３０８とキーワード３０９を入力する
ことができる。コンテンツ作成システムのユーザが、コメントを入力すると、入力したコ
メントと共にユーザ名と、画像をアップロードしたユーザとコメントを入力したユーザと
の関係が表示される。コンテンツ作成システムを利用してアルバムを作成するユーザは、
図３のアルバム作成を開始するボタン３１０を押すことにより、アルバムの作成が開始さ
れる。
【００１９】
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　サーバ２０１によって作成されるアルバムのページ例を図４に示す。アルバムの作成用
にあらかじめアルバム内の画像配置を決めるテンプレートが用意されている。アルバムの
テンプレートは、少なくとも１ページ以上の複数のページから構成される。各ページには
、画像を挿入すべき画像挿入枠が、１つまたは複数あり、位置と大きさを持って設定され
ている。なお、アルバムタイトルまたは装飾用のイメージのみで構成され、画像挿入枠が
１つもないページあっても構わない。
【００２０】
　画像挿入枠には、主画像挿入枠と従画像挿入枠がある。主画像挿入枠には、アルバムに
とって重要度の高い主画像が挿入されることを想定し、ページの中央に配置されるかサイ
ズが従画像挿入枠より大きく構成される。また、従画像挿入枠には、主画像挿入枠ほど重
要度が高くない従画像が挿入されることを想定している。通常、主画像挿入枠は、従画像
挿入枠に比べて目立つような大きさと位置を持って配置されている。アルバムのテンプレ
ートの各ページに設定された画像挿入枠の少なくとも１つは、主画像挿入枠である。
【００２１】
　また、挿入すべき画像がない場合に、画像の代わりに画像挿入枠に挿入することができ
る。例えば、アルバムのテーマに応じた（本実施例では結婚式）応じた複数のイラストが
用意されている。また、テンプレートの画像挿入枠以外の領域には装飾用のメッセージや
イラストが含まれていても良い。なお、本実施例におけるテンプレートには、ページ数、
画像挿入枠の数や位置、画像挿入枠の種別などの構成に関する情報が関連付けられて記憶
されている。サーバ２０１は、各テンプレートに関連付けられている構成情報に基づいて
、各テンプレートの構成を管理している。図４において、４０１は、作成したアルバムの
１ページの例である。ページには、画像を挿入するための主画像挿入枠４０２、従画像挿
入枠４０３、従画像挿入枠４０４が設定されている。
【００２２】
　次に、サーバ２０１が実行するアルバム作成処理について図５～図９のフローチャート
を用いて説明を行う。サーバ２０１は、アルバムを作成するユーザが、アルバム作成用に
アップロードした画像と該ユーザの画像共有サービスの利用に応じて保存された情報を用
いて、アルバムを作成する。サーバ２０１は、作成したアルバムを見てもらう対象である
ユーザが設定した「アルバムを閲覧するユーザ」に応じたアルバムを作成する。
【００２３】
　図５は、アルバム作成の全体処理を示すフローチャートである。サーバ２０１は、アル
バムを作成するユーザにより、図３に示すアルバムを作成するボタン３１０の押下を検出
すると、図５のフローチャートの処理を開始する。Ｓ５０１では、アルバムを作成するユ
ーザを取得する。サーバ２０１は、アルバムを作成するユーザのアカウント情報を取得す
る。Ｓ５０２では、サーバ２０１は、アルバムを作成するユーザのプロフィールに掲載さ
れているユーザの顔画像を取得する。本実施例のコンテンツ作成システムにおいて、各ユ
ーザは、自身の紹介文と顔画像をプロフィールとしてアップロードしている。アルバムを
作成するユーザの顔画像は、アルバムを作成するユーザがアップロードしているプロフィ
ールに掲載されている画像から取得する。
【００２４】
　Ｓ５０３では、関係取得部１００１は、アルバムを作成するユーザと他のコンテンツ作
成システムのユーザとの関係を取得する。具体的には、関係取得部１００１は、アルバム
を作成するユーザと他のユーザ間に設定されている「親族」、「友人」、「知人」、「他
人」の主関係及び副関係を取得する。
【００２５】
　Ｓ５０４では、分類部１０１３は、他のユーザをアルバム作成者との関係に応じてグル
ープに分類する。分類するグループとしては、他のユーザのアルバムを作成するユーザと
の主関係に応じて、主関係グループとして、「親族」グループ、「友人」グループ、「知
人」グループ、「他人」グループに分類する。また、分類するグループとして、他のユー
ザのアルバムを作成するユーザとの副関係に応じた副関係グループにさらに分類する。主
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関係グループ「親族」グループを更に分類する副関係グループとしては、「親子」グルー
プ、「兄弟姉妹」グループ、「祖父母－孫」グループ、「叔父叔母－姪従兄」グループ、
「その他の親戚」グループがある。また、主関係グループ「友人」グループの副関係グル
ープには、「親友」グループ、「学友」グループ、「同僚」グループ、「コミュニティ」
グループ、「その他の友人」グループがある。また、「知人」グループには、「学友」グ
ループ、「同僚」グループ、「コミュニティ」グループ、「その他の知人」グループがあ
る。なお、「他人」グループには、副関係グループはない。
【００２６】
　Ｓ５０５では、サーバ２０１は、アルバムを閲覧するユーザを取得する。具体的には、
アルバムを作成するユーザと関係がある他のユーザのユーザ名およびプロフィール一覧を
、アルバムを作成するユーザに対応する端末２０４に送信する。アルバムを作成するユー
ザは、表示されたユーザの一覧の中からアルバムを閲覧するユーザを選択する。サーバ２
０１は、端末２０４からの返信されたメッセージからユーザが選択したアルバムを閲覧す
るユーザを認識する。なお、サーバ２０１は、「アルバムを閲覧するユーザ」として選択
候補にしないよう、「他人グループ」に設定されている他のユーザに関するユーザ名およ
びプロフィールの一覧は作成しないものとする。
【００２７】
　Ｓ５０６では、設定部１０１４は「他人」以外の関係グループの各ユーザのプロフィー
ルに掲載されているユーザの画像の顔画像を取得する。次に、Ｓ５０７では、認識部１０
０７は、Ｓ５０２で取得した顔画像とＳ５０７で取得した顔画像を用いて、アルバムを作
成するユーザがアップロードしたアルバムの作成用画像の顔認識を行う。Ｓ５０８では、
Ｓ５０７の顔認識の結果基づいて、アルバムを作成用にアップロードした画像に含まれる
人物を特定する。Ｓ５０９では、決定部１００４はユーザ間の関係と親密度に基づいて、
作成するアルバムの構成を決定する。なお、決定するアルバム構成としては、ページ数、
アルバムのデザイン、装本方法、サイズ、画像挿入枠数の少なくとも何れか一つを決定す
るものとする。ここで、アルバム構成決定処理について決定される各項目について説明を
行う。
【００２８】
　アルバムのページ数は、一般的に、２０ページほどで構成されている場合が多い。そこ
で、本実施例においては、構成するアルバムのページ数として、「少」は１０ページ、「
並」は２０ページ、「多」は４０ページとして関係性に応じて３段階のページ数を設定す
る。装本方法としては、アルバムの外装の種類を設定するものとする。本実施例において
はハードカバーかソフトカバーかを設定する。デザインは、アルバム全体の模様、形状、
色等のテーマを設定するものであり、本実施例においては、「ポップ」、「シック」、「
クラッシック」を設定できる。「ポップ」は、全体として鮮やかな色調や装飾が施される
。「シック」は、落ち着いた色調でイラスト等の装飾は少ないシンプルなデザインである
。「クラッシック」は、「ポップ」と「シック」の中間的な位置づけである。なお、画像
を挿入するためのテンプレートには夫々デザインが対応付けられており、デザインに沿っ
た装飾が夫々に施されている。サイズとは、１ページあたりの大きさを設定するもので、
本実施例では「大」、「中」、「小」の３段階のうち何れかを設定できるのもとする。な
お、アルバムを印刷する際の価格は、ページ数は多いほど、装本はハードカバー、サイズ
は大きいほど、高くなる。
【００２９】
　Ｓ５０９におけるアルバム構成決定処理の詳細を図９に示すフローチャートを用いて説
明する。図９に示すように、Ｓ９０１において、決定部１００４は、アルバムを閲覧する
ユーザが「親族」主関係グループに属するかを判定する。Ｙｅｓの場合、Ｓ９０３にて、
本処理において設定されているアルバムを閲覧するユーザにはページ数が多く、装本方法
はハードカバー、デザインは「シック」、サイズは「大」、画像挿入枠を多くする構成に
おいてアルバムを作成することを決定する。親族にアルバムを贈呈する場合は、本実施例
で想定しているような結婚式等の祝いごとや記念日等の特別な行事のアルバムであること
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が考えられる。したがって、親族に対しては、コストが掛かったとしても豪華で立派なア
ルバム構成においてアルバムを作成するようＳ９０３におけるようなアルバム構成に自動
で決定する。
【００３０】
　一方、Ｓ９０１においてＮｏだった場合、Ｓ９０２に処理を進める。Ｓ９０２において
、決定部１００４は、アルバムを閲覧するユーザは「友人」主関係グループに属するかを
判定する。Ｓ９０２において、Ｙｅｓの場合は、Ｓ９０４に処理を進める。また、Ｓ９０
２において、Ｎｏの場合（友人以外の関係）は、Ｓ９０８に処理を進める。
【００３１】
　Ｓ９０４においては、親密度取得部１００２は、主関係「友人」に属する全てのユーザ
とアルバムを作成するユーザとの親密度を取得する。そして、主関係「友人」の副関係グ
ループ毎にグループに属するユーザとアルバムを作成するユーザとの親密度の平均値を算
出する。ここで、親密度は、アルバムを作成するユーザと他のユーザとの間で交換された
メッセージの数、また、ユーザ間において互いの画像に評価やコメントを付した数に応じ
て算出される。ユーザ間で交換されたメッセージの送受信の数が多ければ多いほど親密度
は高く（より親密である）算出される。また、ユーザ間において互いの画像に評価やコメ
ントを付した数が多ければ多いほど親密度は高く（より親密である）算出される。決定部
１００４は、このように算出される親密度を用いて、主関係が「友人」であるユーザの親
密度を副関係グループ毎に平均値をさらに算出する。
【００３２】
　続いて、Ｓ９０５において、サーバ２０１は、アルバムを閲覧するユーザが属する副関
係グループの親密度の平均値が所定の値より大きいかを判定する。本実施例において所定
の値とは、主関係が「友人」であるユーザ全体の親密度の平均値とする。アルバムを閲覧
するユーザが属する副関係グループの親密度の平均値が主関係「友人」であるユーザ全体
の親密度の平均値より大きい場合はＳ９０６へ、大きくない場合はＳ９０７に夫々処理を
進める。
【００３３】
　Ｓ９０６においては、決定部１００４は、本処理におけるアルバムを閲覧するユーザに
はページ数が「多い」、装本方法はソフトカバー、デザインは「ポップ」、サイズは「大
」、画像挿入枠が多くする構成においてアルバムを作成することを決定する。Ｓ９０７に
おいては、決定部１００４は、本処理において設定されているアルバムを閲覧するユーザ
にはページ数が「並」装本方法はソフトカバー、デザインは「ポップ」、サイズは「中」
、画像挿入枠が多くする構成においてアルバムを作成することを決定する。
【００３４】
　以上のようにアルバムを作成するユーザとアルバムを閲覧するユーザとの関係が主関係
「友人」である場合、副関係が同じアルバムを閲覧するユーザ同士の構成が同じになる。
したがって、複数の人物に対してアルバムを作成する場合であっても、少なくとも同じ副
関係のユーザ間ではアルバム構成が異なってしまう不公平が生じない。また、アルバム閲
覧者がアルバム作成者と普段より親密に接している関係に属している場合、ページ数をよ
り多くしたアルバムを作成する。このようにページ数を「多い」にアルバムを構成するこ
とで、親密度が高い関係に属するアルバム閲覧者が閲覧したいと思われる画像をもれが少
なく掲載することができる。なぜなら、アルバムを閲覧するユーザが普段より親密に接し
ている関係であるため、アルバム閲覧者自身またはアルバム閲覧者と同じ副関係に属する
ような他の人物等がアップロードしている画像により多く登場している可能性があるから
である。即ち、アルバム閲覧者が閲覧したいと思うような画像をもれなく登場するように
アルバムを構成することができる。
【００３５】
　一方、Ｓ９０２において、アルバムを閲覧するユーザが「友人」グループではない無い
場合は、Ｓ９０８に処理を進める。Ｓ９０８において、親密度取得手段１００２は、アル
バムを閲覧するユーザとアルバムを作成するユーザ間の親密度を取得する。親密度は、Ｓ
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９０４において説明したように算出される。Ｓ９０９において、サーバ２０１は、アルバ
ムを閲覧するユーザとアルバムを作成するユーザとの親密度が所定の値より大きいかを判
定する。ここで、所定の値とは、ユーザと関係がある（他人グループ以外のユーザ全体の
親密度の平均値とする。アルバムを閲覧するユーザとアルバムを作成するユーザ間の親密
度がユーザ全体の親密度の平均値より大きい場合はＳ９１０へ、大きくない場合はＳ９１
１に夫々処理を進める。Ｓ９１０においては、決定部１００４は本処理において設定され
ているアルバムを閲覧するユーザにはページ数が「中」、装本方法はソフトカバー、デザ
インは「クラシック」、サイズは「小」、画像挿入枠が多くする構成においてアルバムを
作成することを決定する。
【００３６】
　Ｓ９１１においては、評価取得部１００３は、アルバム閲覧者がアルバム作成者により
アップロードされた画像に評価を付けているかを判定する。Ｓ９１１において、Ｙｅｓの
場合Ｓ９１２に、Ｎｏの場合、Ｓ９１３に夫々処理を進める。Ｓ９１２においては、本処
理において設定されているアルバムを閲覧するユーザにはページ数が「小」、装本方法は
ソフトカバー、デザインは「クラシック」、サイズは「小」、画像挿入枠が多くする構成
においてアルバムを作成することを決定する。アルバムを閲覧するユーザは、親族、友人
、親密度の高いユーザではないが、画像に強い関心度がある。そこで、アルバム作成にか
けるコストを抑えつつもなるべく多くの画像がアルバムに登場するように画像挿入枠が多
くなるようなアルバム構成に設定する。
【００３７】
　一方、Ｓ９１３おいて、本処理において設定されているアルバムを閲覧するユーザには
ページ数が「小」、装本方法はソフトカバー、デザインは「クラシック」、サイズは「小
」、画像挿入枠を少なくする構成においてアルバムを作成することを決定する。アルバム
を閲覧するユーザは、親族、友人、親密度の高いユーザではないため、該ユーザにとって
アルバムに掲載すべき画像（本人が写っているまたは知り合いが写っている画像）が少な
いと考えられる。したがって、画像挿入数を少なくしてアルバムを構成することを決定す
る。
【００３８】
　以上説明したように、アルバムを作成するユーザと閲覧するユーザ間の関係に応じて、
ページ数、アルバムのデザイン、装本方法、サイズ、画像挿入枠数を決定する。したがっ
て、アルバムを作成するユーザと閲覧するユーザ間の関係に応じて、費用を考慮したアル
バムを自動で作成することができる。例えば、親族に対しては、アルバムをプレゼントす
る場合記念に残るようなしっかりとした装本によるアルバムを自動で作成することができ
る。また、友人同士でなるべく不公平が生じないように少なくともアルバムを作成するユ
ーザと同一の関係である場合は、同一の構成によりアルバムを作成することができる。ま
た、アルバムを作成するユーザとの親密さに応じて、アルバム構成を決定する。したがっ
て、例えばアルバムを作成するユーザが所持している画像に登場し易いと思われる閲覧者
に対しては、そのような画像をもれなくアルバムに掲載できるようなアルバム構成にする
ことができる。また、アルバム閲覧者とアルバム作成者の親密度が低いとしても、作成者
の画像自体に興味を持っている人物にはアルバム作成コストを抑えつつも画像数が多くな
るようなアルバム構成とすることができる。
【００３９】
　図５に戻り、アルバム構成が決定された後は、Ｓ５０９においてサーバ２０１は決定し
たアルバム構成によりアルバムを作成するために、テンプレートを取得する。例えば、決
定したデザインに対応づいたテンプレートを取得する。また、サーバ２０１は決定したペ
ージ数や画像挿入枠の数を実現するテンプレートを取得する。なお、取得するテンプレー
トは複数であってもよく、決定したアルバム構成を実現できるものであればよい。続いて
、サーバ２０１は取得したテンプレートに選択した画像をレイアウトする。アルバムに用
いる画像を選択し、レイアウトする。Ｓ５１０では、ユーザ間の関係、親密度、画像に対
する評価に基づいて選択した画像をテンプレート内の画像挿入枠に挿入する。
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【００４０】
　図６は、Ｓ５１０の処理を詳細に説明するフローチャートである。Ｓ６０１では、アル
バム作成者がアップロードした画像のうち何れか一つを処理対象画像として選択する。Ｓ
６０２では、主画像判定部１００５は、処理対象画像として選択された画像が主画像とし
て相応しいかを判定する。Ｓ６０２の詳細の図７を用いて説明する。
【００４１】
　図７は、閲覧者と作成者の関係、親密度、画像に対する評価に基づいて、選択された画
像がアルバムにレイアウトする主画像として適切な画像かを判断する処理を示すフローチ
ャートである。主画像は、アルバムに重要で主要な画像である。本実施例の結婚式と披露
宴のアルバムを作成する場合、アルバムを作成するユーザである新郎新婦の画像が主に挿
入されるのが適切である。また、親戚または親友など、アルバムを閲覧するユーザがアル
バムを作成するユーザと関連が深い場合、アルバムを閲覧するユーザとアルバムを作成す
るユーザの両方が含まれる画像が挿入されるのも望ましい。また、アルバムを作成するユ
ーザとアルバムを閲覧するユーザの親密度が高くない場合、主画像においては、両者が含
まれる画像でない方が望ましい。
【００４２】
　Ｓ７０１では、認識部１００７は処理対象画像に主人公となる人物が含まれる画像かを
判断する。主人公は、本実施例においては結婚式の新郎または新婦であるアルバム作成者
である。主画像には主人公（主役）が含まれるのが望ましい。特に本実施例のように結婚
式の写真をアルバムにする場合、結婚式の主役は誰でもが見たい画像であるので、主画像
挿入枠に挿入する画像として望ましい。主人公はＳ５０５におけるアルバム閲覧者を設定
する処理と同様に予め設定すること構成とする。
【００４３】
　Ｓ７０１で、Ｎｏの場合、主画像判定部１００５は、処理対象の画像は主画像としては
適切ではないと判定し、処理を終了する。処理対象の画像に主人公（アルバムを作成する
ユーザ）が含まれる場合は、Ｓ７０２に進む。Ｓ７０２では、評価取得部１００３は、処
理対象画像の評価を取得する。実際には画像の一つひとつに評価を付けていくことは大変
手間であるため、全ての画像に評価を付けていくとは思えない。しかし、これだけはどう
しても掲載したいと思える画像には評価をつけると思われるので、評価が優先となること
が望ましい。評価は、「いいね！」ボタンが押された回数、または、画像に入力されたコ
メントの数に応じて決定される。続くＳ７０３では、主画像判定部１００５は、処理対象
画像の評価が所定の値より高いかを判断する。ここでは、アルバム作成者がアップロード
した画像に付された評価の平均より多い場合に評価が高いと判定する。また、アルバム閲
覧者による評価が行われている場合は、高い評価として判定する構成としてもよい。Ｙｅ
ｓの場合、アルバムを作成するユーザ含まれ、かつ、評価が高いので、主画像として望ま
しいと判定し、Ｓ７０９に進む。Ｓ７０９では、主画像判定部１００５は、処理対象画像
に主画像に適切でることを示すフラグを付けて本処理を終了する。
【００４４】
　Ｓ７０３にて、Ｎｏの場合、画像にアルバムの主役が含まれるが、高い評価が付いてい
ない。しかし、評価を付けるのは手間がかかるので、評価が付いていない画像であっても
、アルバムを閲覧するユーザにとって望ましい画像である場合がある。Ｓ７０４では、認
識部１００７はアルバムを閲覧するユーザが含まれる画像かを判断する。Ｎｏの場合、主
画像判定部１００５は、アルバムを閲覧するユーザが含まれる画像ではないので、処理対
象画像は主画像に適切ではないと判定し、本処理を終了する。Ｙｅｓの場合、アルバムを
閲覧するユーザが含まれる画像であり、主画像挿入枠に挿入する画像として適切である可
能性があり、さらに判断するため、Ｓ７０５に進む。Ｓ７０５では、主画像判定部１００
５は、アルバムを閲覧するユーザは「親族」主関係グループに属するかを判断する。Ｙｅ
ｓの場合、アルバムを閲覧するユーザは親族であり、結婚式のアルバムであるため、画像
は主画像として適切であると判定し、Ｓ７０９に進み、本処理を終了する。
【００４５】
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　Ｓ７０５にて、Ｎｏの場合、Ｓ７０６に処理を進める。Ｓ７０６において、主画像判定
部１００５は、アルバムを閲覧するユーザは「友人」主関係グループに属するかを判断す
る。Ｎｏの場合、主画像判定部１００５は、処理対象画像は主画像としては適切ではない
と判定し、本処理を終了する。Ｙｅｓの場合、主画像判定部１００５は、アルバム作成者
とアルバム閲覧者が共に画像に含まれ、ユーザ間の関係が友人である。ただし、友人であ
ってもそれほど親密度が高くない場合には、主画像としては望ましくない。そのため、親
密度が高い場合に、画像を主画像挿入枠に挿入するのが望ましい。Ｓ７０６において、Ｙ
ｅｓの場合Ｓ７０７に処理を進める。Ｓ７０７では、親密度取得部１００２はアルバムを
閲覧するユーザとアルバムを作成するユーザとの親密度を取得する。親密度は、ユーザ間
のメッセージの交換履歴、画像へのコメント記入、画像への評価から取得する。親密度は
、アルバムを作成するユーザとアルバムを閲覧するユーザとの間で交換されたメッセージ
の数が、アルバムを作成するユーザが他のユーザと交わしたメッセージの総数の平均より
多い場合に親密度が高いと判断する。また、アルバムを閲覧するユーザが「いいね！」ボ
タンを押した回数、または、画像に入力されたコメントの数が、総数の平均より多い場合
にアルバムを閲覧するユーザとの親密度が高いと判断する。
【００４６】
　Ｓ７０８では主画像判定部１００５は、取得した親密度は、他のユーザの平均値より高
いかを判断する。Ｎｏの場合、アルバムを閲覧するユーザはアルバムを作成するユーザと
の親密度は高くない。したがって、主画像判定部１００５は、両者が含まれる画像は、主
画像には望ましくないと判断し、本処理を終了する。Ｙｅｓの場合、Ｓ７０９に進み、主
画像判定部１００５は、処理対象画像が主画像に適切であると判定し本処理を終了する。
【００４７】
　図６に戻り、続いてＳ６０３に処理を進める。Ｓ６０３では、ユーザ間の関係と親密度
、画像に対する評価に基づいて、選択された画像が従画像に適切な画像かを判断する。Ｓ
６０５の詳細については図８を用いて説明する。
【００４８】
　従画像は、主画像ほど重要ではないが、アルバムを閲覧するユーザが興味を持つ画像を
挿入することが望ましい。従画像としては、アルバムを閲覧するユーザが含まれる画像を
挿入することが望ましく、アルバムを作成するユーザと共に含まれる画像が好適である。
また、従画像としては、アルバムを閲覧するユーザと関連がある第３のユーザの画像を挿
入することも望ましい。例えば、アルバムを閲覧するユーザが新郎の祖父である場合、従
画像挿入枠に挿入する画像には親戚の画像が含まれているのが望ましい。また、ルバムを
閲覧するユーザが新郎の祖父である場合、新郎新婦の会社の同僚や知人など見知らぬ人物
が登場する画像は限られた枚数しか載せられないアルバムでは掲載しない方が望ましい。
また、アルバムを閲覧するユーザと余り親しくない第３のユーザとが写る画像は、掲載し
ない方が望ましい。
【００４９】
　上述の従画像として適切な画像か否かの判定処理として、まず、Ｓ８０１では、認識部
１００７は、処理対象画像にアルバムを閲覧するユーザが含まれるかを判断する。Ｙｅｓ
の場合はＳ８０２に、Ｎｏの場合はＳ８０５に進む。Ｓ８０２では、認識部１００７は、
主人公（本実施例ではアルバム作成者）が含まれる画像であるかが判断される。Ｙｅｓの
場合、アルバムを閲覧するユーザとアルバムを作成するユーザの両方が含まれる画像であ
り、従画像として望ましい画像なので、Ｓ８１１に進む。Ｓ８１１において、従画像判定
部１００６は、処理対象画像に従画像として適切でることを示すフラグを付けて本処理を
終了する。
【００５０】
　Ｓ８０２で、Ｎｏの場合、Ｓ８０３において、評価取得部１００３は処理対象画像に付
けられた評価を取得する。続くＳ８０４において処理対象画像の評価が所定の値より高い
かを判断する。ここでは、他の画像に付された評価の平均より多い場合に評価が高いと判
定する。Ｙｅｓの場合、評価が高いため、アルバムに用いる従画像として適切と判定し、
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Ｓ８１１に進む。Ｓ８０４にて、Ｎｏと判断された場合、Ｓ８０５に処理を進める。
【００５１】
　Ｓ８０５において、認識部１００７は処理対象画像にアルバムを閲覧するユーザとアル
バムを作成するユーザ以外の第３のユーザが含まれかを判断する。第３のユーザが含まれ
ない場合、従画像挿入枠に挿入する画像としては望ましくないと判定し、本処理を終了す
る。Ｓ８０６にて、第３のユーザが含まれると判定された場合、Ｓ８０６に処理を進める
。Ｓ８０６においてサーバ２０１はアルバムを閲覧するユーザが属する主関係グループを
取得する。Ｓ８０７では、第３のユーザが取得したアルバム閲覧者が属する主関係グルー
プに属するかを判断する。Ｎｏの場合、第３のユーザは、アルバム閲覧者とアルバム作成
者の関係と異なる関係であるため、アルバム閲覧者と第３のユーザとは接点がない（関係
がない）可能性が高い。したがって、処理対象画像を従画像に適切ではないと判定し、本
処理を終了する。また、Ｓ８０７において、Ｙｅｓと判定された場合、Ｓ８０８に処理を
進める。
【００５２】
　Ｓ８０８において、サーバ２０１は、第３のユーザがアルバム作成者とアルバム閲覧者
間と同じ副関係に属するかを判定する。アルバムを閲覧するユーザと第３のユーザが同種
の主関係グループに属していても、アルバムを閲覧するユーザと第３のユーザ間に関係が
あるとは限らない。しかしながら、第３のユーザがアルバム作成者とアルバム閲覧者間と
同じ副関係に属する場合、アルバムを閲覧するユーザと第３のユーザ間は知り合いである
と考えられる。したがって、Ｓ８０８において、Ｙｅｓと判定された場合、従画像判定部
１００６は処理対象画像にはアルバム閲覧者の知り合いが登場するため、従画像に適切で
あると判定し、Ｓ８１１に処理を進める。一方、Ｓ８０８において、Ｎｏと判定した場合
、Ｓ８０９に処理を進める。Ｓ８０９では、第３のユーザとアルバムを閲覧するユーザの
関係と親密度を取得する。続く、Ｓ８１１では、第３のユーザとアルバムを閲覧するユー
ザとの親密度が所定の値より高いかを判断する。ここで、親密度は、ユーザ間のメッセー
ジの交換履歴、画像へのコメント記入、画像への評価から取得する。親密度は、アルバム
を閲覧するユーザと第３ユーザ間で交換されたメッセージの数が、アルバムを作成するユ
ーザが他のユーザと交わしたメッセージの総数の平均より多い場合に親密度が高いと判断
する。また、アルバムを閲覧するユーザが「いいね！」ボタンを押した回数、または、画
像に入力されたコメントの数が、総数の平均より多い場合にアルバムを閲覧するユーザと
の親密度が高いと判断する。
【００５３】
　Ｓ８１０においてＮｏと判定した場合は、処理対象画像には、アルバム閲覧者と親密で
はない人物が写っていると判定する。したがって、処理対象画像は従画像として適切でな
いと判定し、処理を終了する。一方、Ｓ８１０Ｙｅｓの場合、処理対象画像にはアルバム
を閲覧するユーザと親密な第３のユーザが登場しているため、従画像に適切な画像である
と判定し、Ｓ８１１に進み、処理を終了する。
【００５４】
　図６に戻り、Ｓ６０４において、サーバ２０１はアルバム作成者がアップロードした全
ての画像についてＳ６０２、Ｓ６０３の処理が終わったかを判定する。全てのアップロー
ドした画像に対して処理が終了していない場合は、Ｓ６０５において、アップロードした
画像から次の処理対象画像を選択し、Ｓ６０２、Ｓ６０３の処理を行う。Ｓ６０４におい
て、全てのアップロードした画像に対してＳ６０２、Ｓ６０３の処理を終了している場合
はＳ６０６に処理を進める
　Ｓ６０６において、サーバ２０１はＳ５０９において決定されたアルバム構成に基づい
てアルバムを作成するのに必要な主画像、従画像の数を判定する。続いて、上述のＳ６０
２、Ｓ６０３の処理により主画像、従画像として適切と判定された画像数がＳ６０６にお
いて判定されたアルバムを構成するのに必要な画像数と比べて足りているかを判定する（
Ｓ６０７）。Ｓ６０２、Ｓ６０３の判定処理において候補となった画像数がアルバムを構
成する上で必要な画像数より多い場合はＳ６０８に進む。一方、少ない場合はＳ６１０に
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処理を進める。
【００５５】
　Ｓ６０８においては、評価部１００８はＳ６０２、Ｓ６０３により主画像、従画像とし
て適切として判定された画像の評価を行う。なお、Ｓ６０８により行われる画像の評価は
、Ｓ５０９（図９）により決定されたアルバム構成に基づいて行われる。本実施例におい
ては、決定されたデザインに基づいて画像を評価する。例えば、評価部１００８は画像上
の人物の笑顔度を判定し、デザインに応じて適切な笑顔度であれば、高く評価するように
する。例えば、デザインが「ポップ」であれば画像上の笑顔度が高ければ高いほどが該画
像を高く評価する。また、デザインが「シック」であれば笑顔度が低いほど画像を高く評
価する。また、デザインが「クラッシック」であれば笑顔度が中程度である画像を高く評
価するようにする。このように、決定されたデザインに相応しい画像を高く評価できる。
また、他の評価基準の一例としては、画像上の登場人数に応じて画像を評価してもよい。
例えば、デザインが「ポップ」であれば、明るい印象を与えるため人数が多ければ多いほ
ど画像を高く評価するようにする。また、デザインが「シック」であれば、厳格な印象を
与えるため、人数が多い画像（例えば３人以上）の画像については評価を下げるようにす
る。また、デザインが「クラッシック」であれば、画像上の登場人数が３人～５人の画像
が高く評価されるようにする。このように、決定されたアルバム構成に沿った画像の評価
を行うことで、アルバム全体として雰囲気が統一するような画像がアルバムに用いられる
ようにすることができる。
【００５６】
　続いて、Ｓ６０９では、レイアウト部１０１１は画像の評価に基づいて、評価が高い順
に、主画像は主画像挿入領域に従画像は従画像挿入領域にレイアウトすることでアルバム
を完成させる。そして、処理を終了する。Ｓ６０７において、決定部１００４はＮｏの場
合はＳ６１０において、アルバム構成を再設定する。ここでは、なるべく決定したページ
数を変更しないよう再設定を行う。主画像として足りない画像が所定数以下（５枚程度）
であれば決定したページ数を画像数に合わせる。また、主画像として足りない画像が所定
数以下であれば主画像がレイアウトされず従画像のみがレイアウトされるテンプレートを
アルバムに用いるよう再設定を行う。また、それでも画像数が足りない場合はデザインに
沿ったイラストやアルバムのテーマに沿ったメッセージを含む画像データをレイアウトす
る画像として用いることを決定する。なお、デザインに沿ったイラストやアルバムのテー
マに沿ったメッセージを含む画像データは予めサーバ２０１が記憶している。また、画像
が足りない場合はＳ６０２、Ｓ６０３に示す判定処理を条件を変えてさらに行う構成とし
ても良い。このように判定処理を条件を変えて行うことで、主画像、従画像それぞれに相
応しい画像を出来るだけ用いて、かつ決定したアルバム構成に沿うようにアルバムを構成
することができる。
【００５７】
　続いて、Ｓ６１１では、サーバ２０１は再設定されたアルバム構成に基づいて、主画像
は主画像挿入領域に従画像は従画像挿入領域にレイアウトすることでアルバムを完成させ
る。このようにすることで決定されたアルバム構成をなるべく維持しつつも、主画像、従
画像として相応しい画像のみを用いてアルバムを作成することができる。以上のようにし
て作成したアルバムは印刷され、ユーザに配送される。
【００５８】
　以上説明したように本実施例によれば、アルバムを作成するユーザは、容易にアルバム
を閲覧するユーザに応じたアルバムを作成することができる。本実施例によれば、例えば
アルバム閲覧者がアルバム作成者との間が親族または友人である場合などのように親交が
深い関係であれば、ページ数を多くすることにより、よりたくさんの写真が登場するよう
なアルバムを自動で作成することができる。また、多くの画像を用いることができるので
、アルバム閲覧者とアルバム作成者以外のアルバム閲覧者にとっても関係がある親族や友
人の画像を多く掲載されたアルバムを作成することができる。
【００５９】
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　また、アルバム閲覧者とアルバム作成者との親密度が低い場合は、ページ数が少ないア
ルバムとすることができる。したがって、アルバム閲覧者にとって見知らぬ人物が登場し
てしまうアルバムを贈呈することが無くなる。また、ユーザの画像自体に興味がある人物
には、ページ数を少なくして費用を抑えながらも、画像数を多くするアルバム構成とする
ことで閲覧者にとっての趣味趣向を考慮したユーザライクなアルバムを自動で作成するこ
とができる。
【００６０】
　また、アルバム作成者は、アルバム閲覧する人に応じて、複数の種類のアルバムを作成
する自動で作成することができる。また、自動で作成した複数の種類のアルバムは、閲覧
者毎に適切な画像を用いて、見知らぬ人が写らないように構成される。したがって、アル
バム閲覧者にとって不要な画像を省くようにアルバム構成を決定するので費用も節約する
ことができる。
【００６１】
　なお、決定するアルバム構成としてカバーの材質を決定する例を示した。さらに、アル
バムの装丁の指定があり、アルバム閲覧者とアルバム作成者の親密度が高い場合には、豪
華な装丁になり、アルバム閲覧者とアルバム作成者の親密度が低い場合には、安価な装丁
になるようにしても良い。また、アルバムに用いる画像としては評価の高い順にレイアウ
トする構成を示したが、１ページ内にレイアウトされる数に応じて、画像をさらに選択す
る構成としても良い。たとえば１つ目の従画像としては必ず主人公とアルバム閲覧者が登
場する画像、２つ目の従画像としては、閲覧者と第３のユーザが登場する画像として自動
レイアウトするようにしてもよい。
【００６２】
　また、主画像や従画像が画像数が決定したページ数または画像数に満たない場合は、
　また、アルバム閲覧者をアルバム作成者が一覧から選択する例を示したが、アルバム閲
覧者の顔画像をサーバ２０１に入力し、該画像を用いて、サーバ２０１に保存されたユー
ザのプロフィール内の画像と照合してアルバムを閲覧するユーザを特定しても良い。
【００６３】
　この場合、アルバムを作成するユーザは、アルバムを閲覧するユーザを指定する手間を
省くことができる。また、アルバムの印刷を行わず、オンラインでアルバムを参照する場
合に、リアルタイムでアルバムを閲覧するユーザに応じたアルバムを表示するよう構成し
てもよい。また、上述の実施例では、作成するコンテンツとして１つまたは複数のページ
からなるアルバムの作成について述べた。しかしながら、作成するコンテンツとして、画
像から構成されるフォトムービーでもよい。フォトムービーでは、時間の経過につれて画
像が順にディスプレィに表示される。フォトムービーを作成するためのテンプレートには
、時間の経過につれて画像挿入枠に挿入した画像が順にディスプレィに表示するための画
像挿入枠を時間軸上に設定されている。画像挿入枠は、時間の経過と共に、位置、大きさ
、形、明度、彩度、色相が変化し、拡大、縮小、移動、回転、徐々に表示、徐々に消失な
どの効果を伴う。
【００６４】
　画像挿入枠には、上記の実施例と同様、主画像挿入枠と従画像挿入枠がある。主画像挿
入枠は、従画像挿入枠に挿入された画像より、目立つようにより長く表示される、または
、拡大して表示される。主画像挿入枠と従画像挿入枠に挿入する画像の選択は、上記の実
施例と同様である。
【００６５】
　＜その他の実施形態＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
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【００６６】
　１０１　ＣＰＵ
　１０２　ＲＯＭ
　１０３　ＲＡＭ
　１０４　記憶装置
　１０５　バス
　１０６　入出力インターフェース
　１０７　ネットワーク
　１０８　ディスプレィ
　１０９　キーボード
　１１０　マウス
　２０１　サーバ
　２０２　ネットワークとの接続回線
　２０３　ネットワーク
　２０４　端末

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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